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硬
式
野
球
部
は
６
月
９

日
、
神
宮
球
場
で
開
か
れ
た

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
に

南
東
北
リ
ー
グ
代
表
と
し
て

３
年
ぶ
り
３
度
目
の
出
場
を

果
た
し
た
。
初
戦
は
道
都
大

学
と
対
戦
。
エ
ー
ス
相
沢
晋

さ
ん
（
経
営
４
・
新
潟
県
巻

高
）
が
好
投
し
、
最
後
ま
で

く
い
下
が
っ
た

が
３
―
４
で
惜

敗
し
た
。

南
東
北
リ
ー

グ
戦
は
勝
負
の

行
方
が
最
終
戦

ま
で
も
つ
れ
、

結
果
的
に
８
勝

２
敗
１
分
の
本

学
硬
式
野
球
部

が
混
戦
を
抜
け

出
し
、
３
年
ぶ

り
に
神
宮
球
場

の
土
を
踏
む
こ

と
に
な
っ
た
。
初
戦
は
引
き

分
け
た
も
の
の
、
１
戦
１
戦

と
徐
々
に
力
を
つ
け
、
投
打

も
か
み
合
っ
て
い
っ
た
。
５

月
３０
日
、
福
島
県
い
わ
き
市

の
平
野
球
場
で
行
わ
れ
た
対

福
島
大
戦
は
延
長
１１
回
の

末
、
７
―
３
で
同
大
を
破
っ

て
、優
勝
に
王
手
を
か
け
た
。

翌
３１
日
、
同
球
場
で
行
わ

れ
た
最
終
戦
、
対
山
形
大

戦
。
序
盤
は
息
詰
ま
る
投
手

戦
で
、
中
盤
か
ら
打
線
が
つ

な
が
り
、
５
―
１
で
山
形
大

を
突
き
放
し
、
激
戦
の
南
東

北
リ
ー
グ
戦
を
制
し
た
。

エ
ー
ス
相
沢
は
毎
試
合
登

板
し
、
８
勝
を
挙
げ
、
最
多

勝
に
輝
い
た
。
打
線
も
相
沢

を
援
護
し
て
勝
ち
進
み
、
栄

冠
を
つ
か
ん
だ
。

理
工
学
部
生
物
生
産
工
学

科
の
１
年
次
生
を
対
象
と
し

た
臨
海
実
習
が
５
月
９
日
、

石
巻
市
・
田
代
島
学
校
浜
の

周
辺
で
行
わ

れ
、
３５
人
が

参
加
し
た
。

テ

ー

マ

は

「
磯
の
生
物

の
観
察
（
田

代
島
の
潮
間

帯
に
生
息
す

る
生
物
の
観

察
）」。

学
生
た
ち

は
網
地
島
ラ

イ
ン
発
着
桟
橋
前
よ
り
ブ
ル

ー
ラ
イ
ナ
ー
に
乗
船
し
、
田

代
島
に
渡
り
、
徒
歩
で
移

動
。
早
速
、
実
習
に
取
り
組

ん
だ
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
学
生
た
ち
は
海
の
生
き

物
に
直
接
、
触
れ
る
こ
と
で

幅
広
い
知
識
を
得
た
よ
う
だ

っ
た
。

臨
海
実
習
は
６
月
７
日
に

も
同
市
万
石
浦
大
浜
地
区
で

行
わ
れ
た
。
「
干
潟
の
生
物

の
観
察
（
方
形
枠
を
用
い
た

干
潟
に
生
息
す
る
生
物
の
定

量
的
な
観
察
）
」
を
テ
ー
マ

に
、
班
単
位
で
実
習
を
行
っ

た
。
干
潟
に
生
息
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
生
物
の
種
類
と
分
布

に
つ
い
て
調
べ
た
。

理
工
学
部
生
物
生
産
工
学

科
の
大
越
健
嗣
教
授
の
研
究

室
は
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
の

新
江
ノ
島
水
族
館
に
サ
キ
グ

ロ
タ
マ
ツ
メ
タ
を
提
供
。
５

月
の
テ
ー
マ
展
示
「
干
潟
・

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
奇
妙
な
面

々
」
の
一
種
と
し
て
公
開
さ

れ
た
。
同
水
族
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
え
の
す
い
ト
リ
ー
タ
ー
日

誌
」
に
は
、
大
越
研
究
室
の

学
生
た
ち
の
研
究
の
様
子
も

紹
介
さ
れ
た
。

０９
年
度
の
石
巻
専
修
大
学

育
友
会
定
期
総
会
が
６
月
７

日
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
∥
写
真
。
本
部
・

支
部
役
員
ら
７８
人

が
出
席
。
鈴
木
孝

育
友
会
長
、
坂
田

隆
学
長
、
大
谷
尚

文
育
友
会
主
任

（
理
工
学
部
教

授
）
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
議
案
を
審

議
し
た
。

今
年
度
の
新
た

な
試
み
と
し
て
、

地
方
懇
談
会
の
開

催
と
併
せ
て
、
仙
台
、
北

上
、
山
形
の
３
会
場
で
、
大

学
広
報
と
協
力
し
、
出
張
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
会

員
か
ら
の
承
認
を
得
た
。

総
会
終
了
後
に
は
石
巻
地

区
の
地
方
懇
談
会
を
開
催
。

学
部
、
学
科
ご
と
に
教
員
と

の
個
別
面
談
が
行
わ
れ
た
。

ご
父
母
か
ら
の
学
業
や
学
生

生
活
に
関
す
る
質
問
に
対
し

て
教
員
た
ち
は
丁
寧
に
答
え

て
い
た
。

０９
年
度
み
や
ぎ
県
民
大
学

「
石
巻
専
修
大
学
開
放
講

座
」
が
５
月
１４
日
、
本
学
で

開
講
し
た
。
統
一
テ
ー
マ
は

「
未
来
予
想
図
～
こ
れ
か
ら

の
世
界
、
そ
し
て
日
本
」
。

受
講
者
は
１
６
５
人
と
前
年

度
よ
り
増
え
た
。
７
月
３０
日

ま
で
毎
週
木
曜
日
、
全
１２
回

開
講
、
本
学
の
知
を
結
集

し
、
多
彩
な
講
座
を
展
開
し

て
い
く
。

１４
日
は
講
義
に
先
立
ち
開

講
式
が
行
わ
れ
、
主
催
の
宮

城
県
か
ら
県
東
部
教
育
事
務

所
の
熊
野
充
利
所
長
が
「
毎

回
違
う
内
容
を
展
開
し
て
い

ま
す
の
で
、
新
鮮
な
気
持
ち

で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

第
１
回
の
講
座
は
李
東
勲

経
営
学
部
准
教
授
が
「
人
生

設
計
に
役
立
つ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

李
准
教
授
は
、
最
近
の
若
者

の
タ
イ
プ
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
理
論
に
当
て
は
め
、
彼

ら
の
や
る
気
を
促
す
方
法
な

ど
に
つ
い
て
述
べ
た
∥
写

真
。
受
講
者
ら
は
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
熱
心
に
聴
き
入
っ

て
い
た
。

講
座
の
対
象
は
１６
歳
以
上

で
、
受
講
は
無
料
。
１０
回
以

上
出
席
し
た
受
講
者
に
は
修

了
証
を
授
与
す
る
。

「
専
修
３
大
学
進
学
ガ
イ

ダ
ン
ス
」
が
５
月
２１
日
、
仙

台
市
青
葉
区
の
「
ア
エ
ル
」

で
開
か
れ
、
高
校
生
や
教
員

な
ど
が
多
数
来
場

し
た
。

会
場
に
は
「
寒

天
の
ふ
し
ぎ
（
食

品

分

析

コ

ー

ス
）」「
眠
り
の
森

へ
よ
う
こ
そ
（
美

と

健

康

コ

ー

ス
）」「
自
動
車
工

学
コ
ー
ス
実
習
写

真
展
示
」
な
ど
、

学
科
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
た
∥
写
真
。
模
擬
授
業

「
透
明
人
間
に
な
る
方
法
」

で
は
、
Ｓ
Ｆ
小
説
「
透
明
人

間
」
を
題
材
に
、
鈴
木
均
理

工
学
部
長
が
現
代
の
科
学
技

術
を
使
っ
て
透
明
人
間
に
な

る
た
め
の
４
つ
の
方
法
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ゼ
ミ
生
に
よ

る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
体
験
、
個
別

進
学
相
談
、
大
学
紹
介
な

ど
、
来
場
者
は
大
学
情
報
に

触
れ
、
本
学
を
身
近
に
感
じ

た
様
子
だ
っ
た
。

石
巻
市
は
５
月
２２
日
、
産

業
振
興
と
雇
用
創
出
を
目
指

し
て
、
今
年
度
初
め
て
制
度

化
し
た
「
企
業
誘
致
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
を
市
内
在
住
の
５

人
に
委
嘱
し
た
。
本
学
で
は

理
工
学
部
の
山
本
憲
一
教
授

と
川
島
純
一
教
授
が
委
嘱
さ

れ
、
市
外
の
企
業
に
対
す
る

石
巻
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
関
連

情
報
の
収
集
な
ど
に
努
め
て

い
く
。
任
期
は
２
０
１
１
年

３
月
３１
日
ま
で
の
２
年
間
。

同
市
役
所
市
長
室
で
行
わ

れ
た
委
嘱
状
の
交
付
式
で
亀

山
紘
市
長
は
「
石
巻
を
元
気

に
す
る
に
は
産
業
振
興
が
不

可
欠
。
企
業
誘
致
と
地
場
産

業
の
活
性
化
に
力
添
え
を
い

た
だ
き
た
い
。
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
や
省
エ
ネ
技
術
も
新

し
い
産
業
の
柱
に
し
た
い
」

と
、
活
躍
に
期
待
を
込
め

た
。
今
後
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
市
と
の
情
報
交
換
会
な

ど
も
行
っ
て
い
く
。

税
理
士
等
会
計
専
門
職
養

成
講
座
の
一
環
と
し
て
、
日

商
簿
記
検
定
講
座
が
５
月
１１

日
、
開
講
し
た
。
受
講
者
は

資
格
取
得
に
向
け
、
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

開
講
さ
れ

た
の
は
、
３

級
対
策
（
５

月
１１
日
～
６

月
１１
日
∥
本

学
教
員
が
担

当
）、１
級
対

策
（
６
月
１

日
か
ら
１
年

間
∥
Ｄ
Ｖ
Ｄ

講
座
）
、
２

級
対
策
（
同

１５
日
か
ら
半

年
間
）
の
３
講
座
。
仙
台
大

原
簿
記
公
務
員
専
門
学
校
の

協
力
で
、
毎
週
月
曜
日
と
木

曜
日
の
週
２
回
開
か
れ
る
。

１
、
２
級
講
座
は
本
学
と

高
大
接
続
研
究
事
業
を
実
施

し
て
い
る
石
巻
商
業
高
校

（
若
山
寿
之
校
長
）
の
生
徒

に
も
門
戸
を
開
放
。
同
高
は

高
校
３
年
で
の
日
商
簿
記
１

級
合
格
を
目
標
に
掲
げ
て
お

り
、
受
講
希
望
の
要
請
が
あ

っ
た
。
本
学
の
受
講
生
は
１

級
か
ら
３
級
ま
で
合
わ
せ
延

べ
１
５
０
人
。
石
巻
商
業
高

校
の
受
講
生
は
１
、
２
級
合

わ
せ
３０
人
。

０９
年
度
育
友
会
定
期
総
会
開
く

▲ 自己のスキルアップを目指

して受講する学生たち

石
巻
地
区
の
地
方
懇
談
会
も
開
催

硬硬式式野野球球部部がが全全日日本本大大学学選選手手権権・・南南東東北北リリーーググ代代表表にに

日商簿記検定講座を開講

資格取得へ
真 剣 勝 負

▲ 反撃にスタンドもわく

「
大
学
開
放
講
座
」が
開
講

７
月
３０
日
ま
で
全
１２
回

み

や

ぎ

県
民
大
学

▶

高
嶋
修
也
（
経
営
２
）
の

好
打
で
１
点
を
返
す
（
神
宮
球
場
で
）

生
物
生
産
工
学
科
１
年
次
生
の
臨
海
実
習

専
修
３
大
学
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

田
代
島
で
磯
の
生
物
観
察

模
擬
授
業
、学
科
展
示
も

大
学
の
最
新
情
報
に
触
れ
る

山
本
・
川
島
両
教
授
に
委
嘱

▲ 臨海実習には３５人が参加

● 大越研究室が提供 ●

▲ 熱心に話を聴く高校生

石
巻
市
「
企
業
誘
致
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

Ｐ
Ｒ
活
動
や
情
報
収
集
へ

アサリ（左）を包んで

移動する様子
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